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バクテリオロドプシン（bacteriorhodopsin, bR）は、光を吸収することで光異性化を

生じ、プロトンポンプとして働く。その際のプロトンの移動を電気信号として取り出

せることがわかっており、光センサー等への応用が期待されている［１］。前回、我々

は、bR 薄膜を用いた光セルを作成し、電荷積分アンプに接続することで、光電流の

測定を行った［２］。ただ、電荷積分アンプ自体は光セルに最適化されていなく、ノ

イズが大きいことが課題となっていた。 

今回、電荷積分アンプを構成する回路素子を、作成した光セルの電気的特性にあう

ように見直すことで、ノイズの低減に成功したので報告する。 
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［１］ Yu-Tao Li et al., Sensors, 18, 1368 (2018). 

［２］ 辻野 他、第 67 回 応用物理学会春季学術講演会、15a-PA3-3（2020 年 3 月）． 

 
Fig. 1 reduced noise in a charge sensitive amplifier. 
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